
 

  

 

 

平成２８年度に実施した篠山市人権意識調査では、「認知症で徘徊する高齢者について、
鍵をかけて家から出られないようにすることはいけないことである」という設問に対し、
「そう思う」と「どちらかといえばそう思う」を足した回答率が、52.1％と他の設問に比
べて低い結果が出ました。 
これは、社会問題化している認知症高齢者の徘徊が、家族にとってもかなりの負担にな

っている状況から、「鍵をかけて家から出られないようにすること」への意見について、賛

否両論分かれる結果となっていると分析しています。 
これまで住民学習などで高齢者の人権については学習してきましたが、今回さらに認知

症への理解を深めていくため、認知症や介護などについて数多くの執筆や講演活動をされ
ている渡辺哲雄さんをお迎えします。 
 ご近所・友人等お誘い合わせいただき、多くの方がご参加くださいますようお待ちして
おります。  
 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【主催及びお問い合わせ先】 

 篠山市市民生活部人権推進課 

 〒669-2397 篠山市北新町４１番地 

       電話：079-552-6926 

       FAX：079-554-2332 

 E-mail：jinken_div@city.sasayama.hyogo.jp 

  平成３０年１０月３０日（火） 午後７時３０分～９時(予定) 
 

  篠山市民センター２階 多目的ホール(定員 200 名) 

        篠山市黒岡 191  
     

演 題 認知症高齢者の人権に 
配慮したケアの方法について 
～認知症ストーリー・ケアのすすめ～ 
 

講 師 渡辺 哲雄 （わたなべ てつお）さん 

          (ＮＰＯ法人東濃成年後見センター理事長)  
 

※手話通訳あります 

託児あります（託児希望の場合のみ、下記までお申し込みください） 
  

本講演会は、「認知症サポーター養成講座」を兼ねています。 

終了後、認知症サポーターの目印となるオレンジリングをお渡しします。 

 


